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を論文内容の要鞠

この論文軌自然言語の文法を解新基盤とするﾊﾟ-ｻをどのように開発し,また

そうしたﾊﾟ-ｻをどのように活用するかについて研究したものである.特に,日奉

語文処理への制約にもとづく文法によるｱﾌﾟﾛ-ﾁの重要性と異体的な文法実装の

方法について検討す.論文の主要な目的は,制約にもとづく文法の形式化において,

実際に可動する文法の動作が効率的であり,かつ拡張も可能なｼｽﾃﾑの開発を,い

かに容易にすることができるかを明らかにすることにある.

第部(2-4章)では,制約にもとづく文法の形式化に従ってﾊﾟ-ｻを実装する.

第2車では,以下の章の議論に対して前もって必要となる制約にもとづく文法にお

汁る形式的記述や理論的説明の方法とともに,型付き素性構造と主辞駆動句構造文

法について簡潔に導入する.第3章は文法問発の先行研究を概観し亨また奉研究が

文法開発に用いたGraDEUSｼｽﾃﾑの基本仕様について簡単に説明する.第4章

はGfaDELTSを利用しつつ, HPSGを理論的基盤として本研究が作成した実動文法

餌AIST日奉語句構造文法をJPSGHこ問し,その主要なｱｲﾃﾞｱを具体例をあげて説
H)-]する.

第fⅠ部粁7章ﾗで昧日本語文処理において解析誤りを生じさせる言まざまな言

語惜再の複雑苫について検討する.このような閏題を克服するために書第王I部では

文法にもとづくﾊﾟ-ｻが垂要構文を効率的に処理できるような文法体系の調整を試

みる.第5車は,しぼしぼ長文解析誤りを引き起こす使役文の複文構造が,隣接素

性原理と疑似的語嚢ｽｷ-ﾏを用いることで単文同様に扱うことができ,結果その

ような構造を含む文が効率的に解析できることを示す.第6章軌言語学の分野で

の研究が乏しい従属節の修飾に問する言語的制約が,接続助詞の語嚢情報を記述す

ることで練-的に説明できることを示す.第7章では,先行研究では十分に説明苫

れていなかったｺﾝﾄﾛ-ﾙ･繰り上げ動詞をめぐる語聴転換と補部述語の選択制
限の閏選について論じる.

こうして修正発展言せてきた･3PSGを,第ⅠⅠⅠ部軒10章)で右まさらに精轍化する.
各車の議論を適じて,提案する文法ｼｽﾃﾑを意味的･語用的制約を用いて拡張す

る.第8車晩菜語をはじめとする多くの言語研究において申心的謀蓮でもある受

身文に対し曹奉論では新たに別の説明を握案する.第9車は受身文はど注目されな



かった受益文について論じる. 8,9章の説明で採用した意味的不完全指定右も統語惜

報の共通性に影響を受けずに別の意味情報を表示することを許す枠組みである.第

10車では,主港･焦点として相互に関連する組織的な談話惜報を,日奉語の言語惜

報構成として最適な形で統合する.文法に組み込まれた訣話倍報構造は,統語や形

態･酋漬情報と原理的に相互作用し,言語惜報を制約するものとして機能する.

第il章軌JPSG文法ｼｽﾃﾑの将来の課題について述ぺることで結論とする.



(論文審査結果の要旨)

平成16年12月27日に開催した公聴会の結果を参考に平成17年2月17日に本博

士論文の蕃査を行った.以下のとおり,本博士論文は,握案者が独立した研究者とし

て,研究活勤を統けていくための十分な素養を備えていることを示すものと認める.

太番朗払本博士論文において,実際に稼動し,拡張性の高い日本語文法として

HPSGの基づく文法の記述と実装を行い,種々の日本語の文法現象に対する記述法

の握案と処理ｼｽﾃﾑとしての実装を示した.本論文の貞献は次のようにまとめる

ことができる.

1.制約~に基づく文法形式の-つであるHPSGに基づいた基本的覆日本語文法の

記述を行い,実際に稼勤し,解析過程を表示できるGfaDEUSというｼｽﾃﾑ

を実現した.実動する文法をNAⅠST日本語句構造文法としてまとめた.

2.日奉語文処理として問譲となるいくつかの代衰的覆現象についてき効果的な記

述法を提案した.異体的には,日本語の長文解析誤りの原因と覆る使役文の複

合構造を効率よく解析できるための語嚢記述を示した.また,従属節の修飾に

関する言語制約を接続助詞の語糞記述によって簡潔かつ統-的に記述し,現象

を説明できることを示した.さらに,これまで充分な説明がされていなかった

日本語のｺﾝﾄﾛ-ﾙおよび練り上げ勤詞に関する語憤転換と補部述語の選
択制限について鮮決方法を示した.

乱日本語制約文法の苫らなる拡張を行い,受身文や受益文についての新た象説明

を与えた.また,主題･焦点として相互に関連する組縮的な談話惜報を,日本

語の言語惰報構成として適切怒形で統合する方法を示した.

制約文法に基づいて,日本語の種々の文法現象を解析するための統-的な手法を

示し,また窯装法についての提案をも行った本研究は,独創性が高く,しかも実摺
約であり,自然言語処理の分野において高い責献があると評価する.

よって,本論文は,博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める.


